
（別紙３）

～ 2026年　2月　17日

（対象者数） 20名 （回答者数） 15名

～ 2026年　2月　13日

（対象者数） 5 （回答者数） 5

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

大人数の時やプログラムが単調にならないよう話し合いを行
う。

2

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

メニュー作りの際しっかりと職員の役割を決めていく。

2

3

様々なプログラムを作り楽しんで利用してもらえるようにして
いる。

利用者の特性を理解しプログラム作りをしている。

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

施設が狭いため人数が多くなると運動がしにくい。

大人数の際の職員の動き方の工夫が足りていない。

2026年　2月　9日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 2026年　2月　20日

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 スマイルFIVE

○保護者評価実施期間 2026年　2月　10日

○保護者評価有効回答数

児童発達支援事業所における自己評価総括表公表


	（別紙３）自己評価総括表（公表）

